
ジェイクおじいちゃんの お話
はなし

シリーズ

ゆかいな 

虫
むし

たち：

すってん

ころりんの 

ウォーレス

　「アハハハ！」　トリスタンが 

笑
わら

いながら、玄
げん

関
かん

の ステップを

上
あ

がって 来
き

ました。

ジェイクおじいちゃんは、

お気
き

に入
い

りの ロッキングチェアに 

すわって、夕
ゆう

日
ひ

を ながめています。



　「おかしかったのは、起
お

き上
あ

がった 時
とき

、片
かた

足
あし

が バケツに はまっちゃってた
こと。一

いっ

生
しょう

けん命
めい

 引
ひ

っ張
ぱ

ったんだけど ぬけなくて、やっと ぬけたと 思
おも

ったら、
くつが ぬげて、バケツの 中

なか

に はさまった ままだったんだ。」

　話
はなし

が 終
お

わる ころには、トリスタンは 大
おお

声
ごえ

で 笑
わら

っていました。でも、
おじいちゃんは 笑

わら

っていません。悲
かな

しそうな 顔
かお

に なりました。

「楽
たの

しそうじゃ ないか、トリスタン。」と、
ジェイクおじいちゃんが 言

い

いました。

　トリスタンは 顔
かお

を あげて、にんまり
しました。「今

いま

、すごく おもしろい 
ものを 見

み

ちゃったんだ！」

　「何
なに

が そんなに おもしろかったの
かい？」と、おじいちゃん。

　「友
とも

だちと 遊
あそ

んでたんだけど、
家
いえ

から 出
で

て来
く

る 時
とき

、
デリックが ステップを 

ふみはずして
 転
ころ

んじゃったんだ。」



　「ひどい ケガを してたかも しれない
じゃ ないか！　お前

まえ

たちが デリックの 
ことを 笑

わら

っていた 時
とき

、デリックは 
どんな 気

き

持
も

ちだったろう？」と、
ジェイクおじいちゃんが たずねました。

　トリスタンは おじいちゃんの 方
ほう

を 
見
み

て、ちょっと 頭
あたま

を かしげました。

　ジェイクおじいちゃんが 言
い

いました。
「もし お前

まえ

が デリックだったら、いやな
ことが 起

お

きたのに、友
とも

だちが それを 

見
み

て 笑
わら

い出
だ

したら、どんな 気
き

持
も

ちに 
なるかな？」

　「う～ん、いやな 気
き

分
ぶん

かな。」　
トリスタンは 下

した

を 向
む

いて、小
こ

声
ごえ

で
答
こた

えました。

　「何
なに

かが 起
お

こった 時
とき

に、周
まわ

りの 
人
ひと

たちが それを 見
み

て お前
まえ

を 
からかったと したら、ふつうは いい 
気
き

持
も

ちは しないだろうよ。それで、
ウォーレスの 話

はなし

を 思
おも

い出
だ

したよ。」

　トリスタンの 顔
かお

が 明
あか

るく 
なりました。「その お話

はなし

を して！」



　ウォーレスは 草
くさ

を かき分
わ

けながら、ゆっくりと 歩
ある

いていました。
こしを かがめ、えだの つえに 寄

よ

りかかりながら、足
あし

を 引
ひ

きずって
います。足

あし

には 包
ほう

帯
たい

を 巻
ま

いて、表
ひょう

情
じょう

も いたいたしそうです。

　昨
さく

夜
や

、ウォーレスは 夕
ゆう

食
しょく

の 食
た

べ物
もの

を 集
あつ

めていた 時
とき

、タンポポの
根
ね

っこに つまずいて、足
あし

を ケガして しまいました。そこへ 
ドゥルーディが かけつけ、包

ほう

帯
たい

を 巻
ま

いて、ウォーレスが 
ケガした 足

あし

で 歩
ある

かなくて すむように、夕
ゆう

食
しょく

も 食
た

べさせて 
あげました。



　　　　今
きょう

日は、ケガが いくぶん 良
よ

く なり、びっこを 引
ひ

きながら、
　　　つえを ついて 歩

ある

けるくらいに なりました。それでも 気
き

分
ぶん

は 　　
　　　　　　    落

お

ちこんでいました。 

「一
いっ

体
たい

、どうして こんな ことに なっちゃったん
               だろう？　おかげで 足は 包

ほう

帯
たい

で 
                 ぐるぐる  巻

ま

きだし、いたいし、
             最

さい

悪
あく

の 気
き

分
ぶん

だよ！」と、ウォーレスは   
                  ひとりごとを 言

い

いました。

　             びっこを 引
ひ

き引
ひ

き 歩
ある

いていると、
                  とつぜん、つえが ボキッと おれ、 
                     またもや ドサッと 地

じ

面
めん

に 
                   放

ほう

り出
だ

されて しまいました。

　           「いたーい！　最
さい

悪
あく

だと 
    思

おも

ってたのに、その上
うえ

、また 
転
ころ

んじゃう なんて。」　ウォーレスは 
腹
はら

立
だ

ちまぎれに 大
おお

声
ごえ

を あげました。
 
　 かわいそうな ウォーレス！

　　　       すると その時
とき

、クスクス 笑
わら

う 
　   声

こえ

が しました。ウォーレスが ふり向
む

くと、
 ２ひきの 小

ちい

さな コガネムシたちが、葉
は

っぱの 上
うえ

で 
笑
わら

っていました。今
いま

まで、ウォーレスが びっこを
引
ひ

きながら つえを ついて 草
くさ

の 間
あいだ

を 進
すす

む 様
よ う す

子を 
  ながめていたのです。つえが おれた 様

よ う す

子が 
   おかしくて、笑

わら

っていたのです。

　「ウォーレスったら、不
ぶ

器
き

用
よう

だね。」　笑
わら

いながら、
スペックスが 言

い

いました。

      「すってんころりんの ウォーレス！」　
            もう １

いっ

ぴきの コガネムシの 
               ジバーも、声

こえ

を そろえて 
                          言

い

いました。



　スペックスも いっしょに なって、２ひきで 「すってんころりんの 
ウォーレス！」と、何

なん

度
ど

も 何
なん

度
ど

も くり返
かえ

しました。

　ウォーレスは 下
した

を 向
む

いていました。足
あし

は 以
い

前
ぜん

にも 増
ま

して いたく 
なってきました。が、それよりも ひどいのは、心

こころ

が きずついた 
ことでした。もう、泣

な

きたい 気
き

分
ぶん

です。２ひきの コガネムシたちが
からかえば からかうほど、なみだが こみ上

あ

げてきました。

　（どうせ ぼくは フラフラしてて 不
ぶ

器
き

用
よう

さ。いつも ケガしたり、
何
なに

かを こぼしたり、落
お

としたり してばっかりだもの。まともに 
何
なに

も できないんだ！）　ウォーレスは 悲
かな

しくなりました。

　「あっちに 行
い

ってよ。」　悲
かな

しげに、ウォーレスは ジバーと 
スペックスに 言

い

いました。ところが、いたずら好
ず

きの 
コガネムシたちは、ますます 
笑
わら

い転
ころ

げるばかりです。

　「まあ、どうしたの？」　
トンボの ドゥルーディが、
心
しん

配
ぱい

そうな 顔
かお

で 上
じょう

空
くう

に 
現

あらわ

れました。「また 
転
ころ

んでしまったのね、
かわいそうに。」

　ウォーレスは、
ドゥルーディには 見

み

向
む

きも せず、
ただ 下

した

を 向
む

いてばかり。目
め

には 
なみだが あふれています。

　「すごく いたいの？」と、
ドゥルーディ。いつもは 
陽
よう

気
き

な 友
とも

だちが、こんなに 
しょげ返

かえ

って いるなんて。

　ウォーレスは うなずきました。

　すると、ドゥルーディにも、
ジバーと スペックスが 
そばで クスクス 
笑
わら

いながら 
ウォーレスを 
からかって
いるのが 
聞
き

こえました。



　「フラフラ、ヨロヨロ、すってんころりんの ウォーレス！」　
そう 言

い

うと、２ひきは また 大
おお

笑
わら

いしました。

　２ひきは ドゥルーディが 来
き

たのに 気
き

付
づ

かず、顔
かお

を 上
あ

げると 
いきなり 目

め

の 前
まえ

に トンボが 現
あらわ

れたので、びっくりぎょうてん。
ドゥルーディは、残

ざん

念
ねん

そうな 顔
かお

を しています。

　「あなたたち、何
なに

が そんなに 楽
たの

しいの？」と、ドゥルーディ。

　ジバーと スペックスは 笑
わら

うのを やめて、すわり直
なお

しました。
「つまり・・・その・・・」と、スペックスは 言

こと

葉
ば

に つまりました。

　「すごく おかしかったの。それだけよ。」　そう 言
い

うと、ジバーは
スペックスの 方

ほう

を 向
む

いて、クスクス 笑
わら

いました。

　「ウォーレスが 歩
ある

いていたら、つえが おれたの。その 様
よ う す

子が 
      すごく おかしかったのよ。」　ジバーが そう 言

い

うと、
                         ２ひきは また 笑

わら

いました。

　                                 ドゥルーディは 笑
わら

っていません。
                                        「あなたたちには おかしいかも 
                                           しれないけど、かわいそうな 
                                        ウォーレスは、大

おお

ケガを してるかも 
                                           しれないでしょ。それを 確

たし

かめも    
                                         せずに、ただ 笑

わら

っているだけなんて。
                                    　  悪

わる

い ことが 起
お

こった 時
とき

に からかう
                                              　 なんて、相

あい

手
て

を ものすごく 
                                                 悲

かな

しい 思
おも

いに させてるかも 
                                                          しれないのよ。」

　コガネムシたちは ウォーレスの ことを 考
かんが

えてみました。その時
とき

です。
コガネムシたちの すわっていた 葉

は

っぱが、２ひきの 重
おも

みで 
クルンと はねて、２ひきは 地

じ

面
めん

に 真
ま

っさかさま。

コガネムシたちが やわらかい 草
くさ

の 上
うえ

に 落
お

ちた 様
よ う す

子は おかしかったの
 ですが、ドゥルーディは 笑

わら

うどころか、すぐに ジバーと スペックスの 
      そばに かけつけて、だいじょうぶか どうか、たずねました。

　「びっくりしたわ。あんな 所
ところ

から 落
お

ちるなんてね。
     ケガは ない？」と、ドゥルーディ。

　「ぼくは だいじょうぶ。」と、スペックス。

  　「わたしも だいじょうぶよ。ちょっと 
   引

ひ

っくり返
かえ

っただけ。」と、
     ジバー。



　「ケガが なくて、本
ほん

当
とう

に よかったわ。」　コガネムシたちを 
助
たす

け起
お

こしながら、ドゥルーディが 言
い

いました。

　「ウォーレスを からかって、悪
わる

かったよ。」と、スペックス。

　「わたしも。ごめんね。」と、ジバー。

　「ぼくたち、ウォーレスを 助
たす

けてあげるよ。いたい 足
あし

を 
引
ひ

きずらなくて すむようにね。」と、スペックスが 言
い

いました。

　「やさしいのね。きっと ウォーレスも、あなたたちの 親
しん

切
せつ

を 
うれしく 思

おも

ってくれるわ。」　ドゥルーディが ほほえんで 
言
い

いました。

　　　　　　　　　　　ドゥルーディと コガネムシたちは、
　　　　　　　　　ウォーレスが 家

いえ

に 帰
かえ

るのを 手
て

伝
つだ

って
　　　 　あげました。それから、包

ほう

帯
たい

も 直
なお

してあげました。
　　　 ドゥルーディは 帰

かえ

らなくては いけませんでしたが、
　　　 ジバーと スペックスは 日

ひ

が しずむまで、
　　　 ウォーレスと いっしょに いてあげました。

　　　 　「ぼくの こと、助
たす

けてくれて、それから 
　　　 いっしょに いてくれて、ありがとう。」　
　　　 コガネムシたちが 帰

かえ

る 時
とき

に なって、
　　　 ウォーレスは ２ひきに 言

い

いました。

　　　　 「楽
たの

しかったよ。明
あし

日
た

も また、
　　　 来

く

るね。」 と、　スペックス。

　　　　 　「ありがとう。」と、ウォーレス。

　　　　　 　　「足
あし

が 早
はや

く 治
なお

ると いいわね。
　　　　　　 じゃ、また 明

あし

日
た

ね。」と、ジバー。



* * *
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 教
きょう

訓
くん

：

　自
じ

分
ぶん

が 人
ひと

から してほしい
ように、周

まわ

りの 人
ひと

たちにも 
してあげよう。そうすれば、
周
まわ

りの 人
ひと

たちから 親
しん

切
せつ

に 
してもらえるって、分

わ

かるよ。

　「デリックの ことを からかったり して、
悪
わる

かったよ。」　ちょっと 考
かんが

えこんでいた 
トリスタンが 言

い

いました。「ぼく、デリックに 
もっと やさしく するよ。悪

わる

い ことが 
起
お

きた 時
とき

に 笑
わら

ったり しないよ。」

　「それは よかった。きっと デリックも、
おまえが 友

とも

だちで いることを うれしく 
思
おも

ってくれるよ。」と、ジェイクおじいちゃんも 
言
い

いました。
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